
質問事項 答弁要旨 答弁者
① 　歳出の教育費について、学校教育費と社会教育費

はどのようになっていますか。
　また、社会教育については、公民館活動が盛んに
なり、お年寄りだけでなく若者が実際に出来るよう
な趣味・生活相談等が行えるようになれば、コミュ
ニティ作りにもなるのではないでしょうか。仲間作
りができると近所にいてよかったと思え、若者の人
口減少にもつながるのではないでしょうか。
　町に住んでいて良かったと思えるためには、地域
での交流を深めるのが大切であり、そのためには社
会教育費や公民館活動等は地域に即したものである
べきだと思います。

　社会教育費は１億４６００万程度。プラス保健体育費１億２８００万、その他幼稚園等に
７３００万、義務教育費に３０００万程度です。
社会教育は、大変重要なものであると考えております。公民館としても新しい事業を取り入
れることが必要であるとも思っており、そのための支援を行います。また、若い人がいない
のは、子育てを応援する人がいないのが原因ではないかとの意見もありまして、行政の子育
て支援であれば保育所等でも実施してますが、公民館等で活動できる事業であれば、取り組
んでもらいたいと思っております。
もう１つは、川島町はどちらかといえば、親子揃って向学心が強い町民ではないかと思って
います。ですから、大学や専門学校で得た知識や技術が活かせる企業が、地元にないため転
出してしまうこともあります。社会教育の中で、講習会や研修会に出てもらうことも大切で
あると考えております。

政策推進課長
町長

② 　今回の統一テーマは、１つの問題の切り口を３つ
に分けたような形であると思いますが、人口を増や
す方法としては、通勤圏であるかどうかが一番大事
であると思います。都会まで、１時間から１時間半
くらいの通勤圏の範囲にどうやっていれていくかが
大切と思います。定住を進めるには、２つの課題が
あると考えます。１つ目は、どうしたら公共交通機
関で通勤圏になるか。２つ目は町内の職場の増加。
インター等で企業誘致やショッピングモールもでき
たので、これからは町内住民優先に雇用する事を条
件に、誘致を進めるようにしたらどうでしょうか。
空気も良いし、若者も戻ってくるのではないでしょ
うか。まずは、焦点を絞って１つずつ取り組むこと
が大切であると思います。

　定住を進める上で、公共交通が１番の問題であると考えておりますが、我々の力だけでは
難しいので、国や県の力を借り、近隣の市町村等とも調整し検討していきたいと思います。
雇用では、大学や専門学校を出てもなかなか就職先がないという事もあると聞き、その人が
戻ってこれるようＰＲをもっとしていきたいと思います。日立物流等でも、かなりの人数の
雇用が予定されていて、町内の人を雇用してもらえるようお願いしているところです。ま
た、広報紙等にも雇用情報を掲載していきたいと思っております。また何かあれば、お話し
していただければと思っております。

町長

③ 　公共交通の不足が定住促進の課題というのなら
ば、例えば川島から池袋までの直通バスを走らせる
とか、水上交通（水上バス）で、越辺川から東京湾
までを繋ぐのもどうでしょうか。いろいろと問題は
あると思いますが、江戸時代はお米などを川を使い
運んでいたわけであり、川島町は川に囲まれている
ので、その川を利用した方が良い状況にあるのでは
と思うが、いかがでしょうか。

　水上バスで荒川まで出れれば良いのでしょうが、昔と違い川の水も不安定な状況でありま
すので、その辺が考えるところですが、川の交通も考える余地はあると思います。また、県
も川の再生事業等を行っているので、またよく相談して考えさせていただきます。

町長

④ 　町の職員や関係機関の職員について、川島町在住
者と町外の人の比率はどのくらいなのでしょうか。
その辺をある程度増やすと世帯数も増え、良いので
はないでしょうか。また、役場が率先して、新規職
員を町内から採るという、公平な試験だけではな
く、町内は優先というのも考えていくべきではない
でしょうか。

　町職員は、約１８０名おります。そのうち、町内が１２０名・町外が６０名です。シル
バー・社協等は管理していないので、申し訳ありません。

総務課長
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⑤ 　町から都内に行くのがネックであり、苦労してお
ります。長男だからという理由でそういう不便さを
何とかしています。バスも遅くまでありますが、朝
はそんなになくて、１番のネックであると考えま
す。

　答え方も難しいのですが、気持ちは受け取らせていただきます。特に伊草地区の近辺はバ
スも集中しており、良いとは思いますが、川越の菅間地区などが開発され新しい住宅が建っ
ており、川越と川島では足らないものがあるのかという疑問があり、考えていかなければい
けないと思っております。

町長

⑥ 　公民館を運営している中で、駐車場が狭いので苦
労をしています。出来れば早く駐車場の確保をして
いただければと思います。また、別の場所に移すと
いう考えもあるのではないでしょうか。先日の地震
により、公民館も多少入口にひびが入りタイルも剥
がれていくという所もありますので、建て替えはい
かがでしょうか。

　公民館はどこもかなり古く、現在耐震診断中であり、伊草地区は２４年度に行う予定でお
ります。地震の被害等も含め、整備についてよく検討していきたいと思っております。
また、駐車場については、近くに空地があれば検討していきたいと思っております。
お互いに理解をしあい、地域の皆様にもご協力をいただきたく思っております。

町長

⑦ 　懇談会に来ている方が、ある程度の年齢であるの
で、このテーマは無理があると思いますが、価値観
の多様化・携帯電話・ゲームなどで子どもたちのコ
ミュニティの輪が小さくなっていると思われます。
親たちには、川島町に対してマイナス思考の発言を
控えるような教育をし、この町に育って良かったと
子どもたちに伝えてもらいたいです。
　また、子どもたちは、秋に留学体験等もあるよう
ですが、町を離れるような誘惑に負けない、芯の据
わった人の生きる道を考えられるような教育を子ど
もたちにする必要があるのではないでしょうか。

　町をいつも愛する気持ちを持っていただいきありがとうございます。また、地域の子ども
は地域で育てるという気持ちを持っていただいているということで、公民館でも子どものた
めの行事を行っていただいております。各地区ごとに地域子ども教室等も行っており、ある
地区では子どもに対して半数以上の親も参加し、１日かけて行事や遊びを通して地域で地域
の人々が一生懸命子どもを育てております。しかし、交通機関の問題で子どもが町から出て
行ってしまうのではないかと思われます。しかしながら、地域の人々が子どもを育てていた
だいていることに、教育委員会も感謝をしております。今後ともよろしくお願いいたしま
す。

教育長

⑧ 　価値観の多様性により、子どものコミュニティの
輪が分断され、いろんな政策を行う際に対象となる
人が、少数になっているのではないだろうかと思い
ます。お金のかからない政策は、どんどんトライ
し、努力いただきたいと思います。

　お金がかかる、かからない等があるとは思いますが、長い目で見て少しずつでも政策に取
り組んでいきたいと思っております。

政策推進課長

⑨ 　川島町には、総合的な病院はなさそうであり、専
門医も少なく、病院へ行くなら近隣の病院に行って
しまう人が多いと感じます。自分自身も、精密検査
や人間ドッグ等は、他の市に行って受けます。これ
からは高齢者も多くなり、緊急時にたらい回し等も
あるので、川島町にもある程度の規模のある病院が
あればと思います。近くて便利という点で、集客に
も繋がるのではないでしょうか。

　埼玉医大のような話ですと、難しく感じられます。今のところ誘致等も考えておりません
が、高齢者対応の病院の話はいくつか来ております。県でベッド数が、西部地域は何床と決
まっておりますので、非常に難しいとは思いますが、よく調べてみたいと思います。聞くと
ころによると、大学の附属病院でないと医師の確保も難しいという事で、公立病院等では、
かなり難しいと思われます。また、日高国際医療センターでも良い機械を入れても良い医師
がいない状況であると聞きます。何年かかってもその辺の研究はしてみるつもりですが、医
師会の問題もあります。個人の医師が来るということなら問題ありませんが、我々が誘致を
するというのは難しいのではないかと思います。

町長

　他の市では大きな病院もあり、川島町が淋しく感
じられます。町外の病院まで通うのに時間がかかる
し、あると便利だなという事で意見を言わせていた
だきました。

　あと、交通弱者が大きな問題であるとは思いますので、そういうところを地域で賄えれば
良いが、関係機関と勉強させていただきたく思っております。

町長
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⑩ 　震災の影響により、震災の本部が流出した所が多
いと聞きますが、川島町も役場の老朽化や水害に見
舞われる可能性が高いと思われます。災害本部の拠
点が無くなるのは大変なことです。新庁舎の計画等
についてはどのようにお考えでしょうか。

　今回の地震により、役場も梁に亀裂等の被害がありました。また、すでに５５年近くたっ
ており、ここ３年ほど前から、委員会・耐震結果・皆さんの意見等を受けて、立て直す方向
でおります。しかし、当初の考え方とすれば、そんなに強度の件は考えておりませんでした
が、震災の影響できちんと対応しなければならないと考えており、水害も含めて検討し、早
い時期に立て替えを行いたいという考えでおります。
また、場所については平成２０年に行った町民アンケートにおきまして、４３％が今の所に
建てるべきという結果でありました。今年も８月に町民意識調査を行います。そして、経費
があまりかからないように、検討していきたいと思っております。

町長

⑪  高齢化の中で災害が起こった際に、自分たちの避
難所を確認するためのマップ等を作っていただき、
いざ災害等が起こった際に、各自が避難できるよう
にと思うのですが、どのようにお考えでしょうか。

　今年は９月４日に伊草地区で防災訓練が行われますが、地域の災害弱者をどのように支援
するか、というのがテーマとなっております。町でも、災害時の支援という事で防災カード
を作っておりますが、個人情報という点で、なかなか広がっていかないというのが現状であ
ります。しかし、災害時には近くの人が確認して対応してもらいたいと思っております。
　要援護者の個人情報の取り扱いについては、現在、情報公開及び個人情報保護審議会で審
議いただいておりますが、災害が起こった場合には、第１次避難所に区長さんが集まり、各
施設で点呼を行い誘導していただきたいと思います。水害では特に早く避難をしなければな
らないと思いますので、震災の場合と水害の場合とで考えていきたいと思います。また、防
災訓練においては、民生委員さんにも協力を仰いで、皆さん自身がシュミレーションをやっ
ていただければと思っております。そして、役場の若い職員に集会所等に行ってもらい、区
長さんの指示を仰いで情報を収集してもらいたいとも思っておりますのでよろしくお願いい
たします。
　もう１点、避難内容についてですが、川島町は水害の多い町であり、水害について考えな
ければなりません。今後は、徹底的に周知をし、自分たちが災害の際にどこに行ったら良い
のかを確認しておくということをＰＲしていきたいと思っております。

町長
総務課長

⑫ 　川が決壊した際に、情報収集のためのゴムボート
等の用意はできているのでしょうか。

　三保谷に１台船があり、消防署にはエンジン付きのものを１台用意しております。しか
し、救援には使えますが、情報収集には使えません。今後は、水上移動できるものを配備す
ることも考えていきたいと思っております。

総務課長

⑬ 　防災カードと安全カードは、なぜ２本だてなので
しょうか。２つあれば片方がやってくれるという考
えが生まれてしまいます。
　また、ハザードマップについてですが、伊草地区
の避難所は伊草小のみであり、伊草の人口から考え
ても１つでいいのでしょうか。避難所のトイレにつ
いても、町は何を考えているのでしょうか。例え
ば、山小屋にあるようなバイオのトイレ等を考えて
みたり、避難所においては予めトイレ数を増やす・
仮設トイレを用意するなどした方が良いのではない
でしょうか。
　そして、定住面については、東京に行くために川
越から行くには時間が読めないので、若葉の駅を利
用している人が多いと思いますが、町に定住する人
の若葉駅等の駐車場料金を町で負担するというのは
いかがでしょうか。（提案のみ）
防災カードと安全カードの一元管理・情報開示等非
常時の状況を考えて、町で後で検討していただきた
いと思います。

　防災カードについては、民生委員さんと情報の共有をしておりますので、その点ではご安
心してください。情報の共有化を今後も積極的に行っていきたいと思っております。
また、今回の伊草で行われる防災訓練では、仮設トイレの展示も行います。仮設トイレにつ
いては、衛生面も大切ですので対応していきたいと思っております。

総務課長
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⑭ 　上伊草の堤防の下にある出丸用水は、安全性の確
認等をしているのでしょうか。不安視する声もあ
り、河川法の下では２０ｍ以内に建物等を建てるの
は禁止されておりますが、そこに堀があるために例
外となっています。可能であれば、出丸用水の水路
を他に流れ込むようにしてほしいと思います。
　また、インター南側の開発も進み、町の税収が上
がると思いますが、定住促進策として新築経費一部
を助成金出す等地域の意見もありますが、いかがで
しょうか。

　出丸用水については、町でも堤防下に新たに道路を作るという計画をしております。同時
に出丸用水の移設も検討していますが、坂戸市分の白金工業さんは同意していただきました
が、坂戸市からは財政上難しいという回答がきております。今後も、坂戸市と協議を続けて
参りますので、何かありましたらご協力をお願いいたします。
　また、転入者に対する税制面の優遇措置についても検討しております。

町長
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